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〈論文内容の要旨〉
日本では一般的に、 2000 年が re ラーニング、元年J (先進学習基盤協議会 2003) とされており、
日本に e ラーニングの普及が始まって、ほぼ 10 年が経過する。企業内教育や高等教育においては、
e ラーニングの活用が徐々に広がりを見せつつあるようであるが、初等教育や中等教育における利
用は必ずしも進んでいるわけではない(日本イーラーニングコンソシアム 2008)。
そのひとつの理由として、 e ラーニングが自らの意思に基づいて学習をコントロールすることが
できる企業内教育や高等教育における学習者のための独学を支援するシステムとして出発してい
ることがあげられる。したがって、いかに精巧で使い勝手の良い e ラーニングシステムが開発さ
れようとも、独学で学習を進めることに長けていない初等教育や中等教育段階の学習者にとって
は、学習の道具として最大限に効果を生むには多くの困難を生ずることにつながることが考えら
れる。それゆえ、 e ラーニングシステムの開発が日々急激に進歩し続けている現状においても、優
れたシステムが優れた教材を提供してくれるとは限らず、特に初等教育や中等教育においては優
れた e ラーニングシステムの開発と同時に e ラーニングシステムの使い方としての教授者の学習
支援の方法を工夫する必要があると考えられる。
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このような問題意識から、本論文では次の三つの目的を設定している。第一に、現在までの e ラー
ニングが、主に企業内教育や高等教育の学習者を支援することを目的として開発されてきたこと
に言及し、時系列に整理して示すことである。第二に、初等教育や中等教育において e ラーニン
グを活用しようとする場合に、教授者が行う効果的な学習支援の方法を明らかにすることである。
第三に、授業実践による実験により、学習支援方法に関し評価を行うことである。本論文を進め
るにあたって、「企業内教育や高等教育と異なって、初等教育や中等教育では、 e ラーニングシス
テムを使いこなす実践的な知識・技能としての“こつ"を習得した教授者によって活用されて初
めて学習効果が表れてくるのではないか」という仮説が設定されている。
本論文は、全 9 章から構成されている。第 1 章の序論では、研究の背景として e ラーニングを
取り巻く現状、および、初等中等教育における e ラーニングの授業実践研究に取り組む意義が示
されている。第 1 章の序論を受け、第 2 章では、 ICT の発展により、“時間的距離"の短縮を可能
にするという遠隔教育における大きな課題を解決するとともに、従来の遠隔教育においては解決
することができなかった、学習教材選択余地の拡大、学習方法選択余地の拡大、時間的距離の短
縮、学習の効率化、双方向・一対多のコミュニケーションの実現、即時に学習評価を行う仕組み
の開発等ができるようになったことを明らかにしている。
第 3 章では、 e ラーニングの発展過程と定義、構成要素、利点を整理して纏めた。萌芽期
の e ラーニングにあっては定義、構成要素、利点が論者によってまちまちであり、多義的な
概念となっていたが、昨今では徐々に整理されつつあることを明らかにしている。
第 4 章では、教育は、教授者 (human) が学習者に対して行う極めて徒弟的な営みであることか
ら、初等教育や中等教育において行われる、教授者 (human) と学習者との密接な人間的な関わり
を、 e ラーニングがサポートしきれていないことが、中等教育以下になかなか普及しない原因のひ
とつとしてあることを明らかにしている。
第 5 章では、 e ラーニングにおいては、ソフトウェア技術などが急激に進展する一方で、教育学
を背景とした理論研究が遅れる傾向にあり、 ID 研究において、教育学理論に基づく理論的根拠が
重要視されなければならないことを明らかにしている。
第 6 章では、 ICT が発達した昨今、客観主義的な学習観に加えて、構成主義的な学習観をも視
野に入れた e ラーニングを活用した教育方法を授業実践に導入することを念頭に置き、最初に客
観主義的な学習観と構成主義的な学習観の理論的相違について考察している。次に客観主義的な
学習観に立脚した e ラーニングと、構成主義を採り入れた e ラーニングの活用について考察した。
最後に、客観主義的な学習観に加えて、構成主義的な学習観をも視野に入れた ID へと概念の拡大
がみられることに言及し、客観主義的な学習観と構成主義的な学習観の折衷主義(eclecticism) を
採用した ID の実現可能性について考察している。
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第 7 章では、 e ラーニングにおいて客観主義的な学習観に立脚した ID が重要視されている現状
を批判的に考察し、 ID のなかに構成主義的な学習観に基づく教育方法の要素を採り入れることの
重要性について述べている。
第 8 章と第 9 章では、高等学校の授業における e ラーニングを活用した教育実践を、「客観主義
有・構成主義有J r客観主義有・構成主義無J r客観主義無・構成主義有J r客観主義無・構成主義
無」の 4 つの組み合わせによって行った実験結果について考察している。実験結果を二元配置分
散分析によって分析した結果、客観主義的な学習観に基づく ID の採用の有無と構成主義的学習観
に基づく教育方法の採用の有無には交互作用が認められるという結論を筆者は得ている。
このように後半の 2 章において、前半の歴史的理論的考察をふまえ、高等学校における実践研
究をとおして e ラーニングに対する考察をさらに深める構成となっている。
本研究を通じて、企業内教育や高等教育の学習者のための独学を支援するシステムである e ラー
ニングは、一貫して客観主義的な学習観に基づくシステムアプローチに立脚していること、及び、
e ラーニングを初等教育や中等教育において実践しようとする場合に、客観主義的な学習観に立脚
したシステムアプローチを基底概念とするインストラクショナルデ、ザイン (ID) と、構成主義的な
学習観を理論的背景とする教授者の学習支援を、クロス・メソドロジカルに活用することによっ
て、学習効果の高い授業実践を行うことができる可能性がある
こと、の 2 点が確認された。
〈論文審査の結果の要旨〉
e ラーニングに関する研究は、今日、様々な視点から研究が蓄積されており、教育情報学研究に
おいて重要なテーマとなっている。しかしながら、遠隔教育を含めた e ラーニングの発展過程に
ついて時系列に整理して詳述した研究は見当たらない。こうした状況の中、本論文は、第 7 章ま
では主に文献研究により遠隔教育を含めた e ラーニングの発展過程について時系列に沿った整理
を試み、 8 章以降はそこで明らかになった知見を後期中等教育の授業実践に応用した実践研究によ
り展開している。
論文審査の結果、以下の点が指摘される。
第 1 に、 e ラーニンクゃの発展過程について、遠隔教育を含めた形で整理し詳述することで、今後
の e ラーニングの発展における課題を見出している点は教育情報学研究の発展に資する点におい
て意義の高い研究であると評価できる。そこで見出された知見としての、 ICT(Infonnation
Communication Technology) が発展してきた今日、 e ラーニングシステムの開発、あるいは利
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用にあたっては、客観主義的な学習観に加えて、構成主義的な学習観に基づいた学習理論を広く
採り入れていく必要があるとする点は、今後の e ラーニングの研究・実践において示唆に富むも
のとして評価される。
第 2 に、日本におけるこれまでの中等教育以下の教育現場における e ラーニングの導入とその
発展過程を整理した上で、その根底にある学習観、学習者観を明らかにし、問題点を指摘してい
る点が評価される。本論文において掲げられた目的は十分に達成されたものと判断できる。
他方、本論文はいくつかの課題を残している。
第 l に、本論文においては初等教育や中等教育に e ラーニングを活用しようとする場合の教授
者の学習支援について考察しようと試みてはいるものの、実験的な研究に関しては、後期中等教
育の被験者を対象として展開されている。後期中等教育における属性の異なる被験者や他の教育
段階の被験者に実験対象を拡大させることによって、実験結果が異なるものになったかもしれな
い。より発展的な実践的研究の展開が期待される。
第 2 に、実験的な研究に関しては、利用する e ラーニングシステムや、その難易度などによっ
ても実験結果が異なるものになったかもしれない。この点に関しても今後の発展的な研究の展開
に期待したい。
第 3 に、 e ラーニングのより効果的な展開においては、本論文が示す「単に教授者が教室に居る
だけで足りる」という問題ではなく、教授者が生徒に対して、一定の権威を持っていなければな
らないという前提があるかもしれない。この点に関しても今後の研究課題として残される。
第 4 に、今後は、本論文を出発点とし、初等教育や中等教育における客観主義と構成主義の折
衷主義型インストラクショナルデ、ザイン(ID) の精般化と授業実践への応用、更には教授者の学
習支援の方法等について、本研究の主要な部分を占める e ラーニングと構成主義・アフオーダ、ン
スなどの概念に関わる教育哲学の背後に何が起きているのか、それを広い視野に立って研究を進
めることが求められる。
しかし本論文を全体として見れば、日本におけるこれまでの中等教育以下の教育現場における
e ラーニングの導入とその発展過程を整理し、その根底にある学習観、学習者観を明らかにし、問
題点を指摘するという当初の目的は十分に達成されていると判断される。
以上の審査結果を総合し、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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